
 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩見沢市公園施設長寿命化計画 
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北海道岩見沢市建設部公園緑地環境課 



 

１．都市公園整備状況                  

    （202３年１２月末時点） 

管理対象都市公園の数 管理対象都市公園の面積 一人当たり都市公園面積 

198 箇所 352.71ha 46.70 ㎡ 

   ※岩見沢市の人口 2023 年 12 月 31 日現在 75,522 人 

 

２．計画期間（西暦） 〔2024 年度～2033 年度（10 箇年）〕 

 

３．計画対象公園 

①種別別箇所数 

街区 近隣 地区 総合 運動 広域 風致 動植物 歴史 緩緑 都緑 その他 合計 

137 10 4 3       14  168 

②選定理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画対象公園施設 

①対象公園施設数 

園路広場 修景施設 休養施設 遊戯施設 運動施設 教養施設 便益施設 

42 73 1166 660 43 0 199 

 

管理施設 災害応急対策施設 その他 合計 

1445  1 3629 

②これまでの維持管理状況 

 

   

   

 

 

 

 

 

 備考）経過年数、これまでの維持管理状況、施設の劣化の可能性を記述 

計画対象公園は、「都市公園法第 2 条に基づく都市公園（公園又は緑地）」で 198 箇

所あるが、既存の公園施設の更新や補修等の実施に際しては、人口減少、少子高齢化、

利用者ニーズの変化などの社会状況を見極め、将来の公園利用状況も勘案し、中長期

的な視点に立った効果的な投資が必要である。このことから総合公園などの大規模な

公園・緑地から地域の核となる街区公園までの主要な 168 箇所を選定しました。。 

これまで公園施設（遊戯施設、公園施設等）を対象に、維持保全（清掃・保守・修繕）

と日常点検を行っている。遊戯施設はこれらの管理に加え、国土交通省「都市公園に

おける遊具の安全確保に関する指針」及び社団法人日本公園施設業協会（JPFA）が策

定した「遊具の安全に関する規準 JPFA-SP-S：2014」に基づき毎年 1 回の定期点

検を実施している。この定期点検により危険箇所が発見された場合、緊急度の高いも

のから補修を行ってきた。 

 



 

③選定理由 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の公園は、供用開始後 30 年以上経過した公園が 137 箇所あり、約 8 割近くを

占め、10 年後には 9 割以上に達する見込みである。 

対象公園施設としては、施設の劣化や破損により、重大な事故をもたらす恐れの高い

ものとし、遊戯施設、園路広場、修景施設、休養施設、運動施設、便益施設、管理施

設を選定しました。 

計画対象公園については、公園施設の長寿命化対策により、公園機能の保全を図りつ

つ、ライフサイクルコストの削減を実現する。また、日常点検や定期点検による確認

により、施設の安全性を維持する。 

なお、本市では、過年度 2009 年度、2013 年度、2018 年度に策定した公園施設長

寿命化計画について、2023 年度に改定し、内容は次のとおりである。 

 内容 

2009 年度 159 公園の調査、計画 

・一般施設の健全度調査の実施及び健全度・緊急度判定の実施 

・公園施設を対象とした公園施設長寿命化計画の策定 

2013 年度 175 公園の調査、計画 

・一般施設の健全度調査の実施及び健全度・緊急度判定の実施 

・公園施設を対象とした公園施設長寿命化計画の策定 

2018 年度 176 公園の調査、計画 

・予備調査の実施 

・一般施設の健全度調査の実施及び健全度・緊急度判定の実施 

・公園施設を対象とした公園施設長寿命化計画の策定 

2023 年度 168 公園の調査、計画 

・予備調査の実施 

・遊具の安全点検の実施と健全度・緊急度判定の実施 

・一般施設の健全度調査の実施及び健全度・緊急度判定の実施 

・公園施設を対象とした公園施設長寿命化計画の策定 

 

 



 

 

５．健全度を把握するための点検調査結果の概要（個別施設の状態等） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考）点検調査実施時期・期間、点検調査方法、点検調査結果の概要（公園施設の健全度

に関する全般的状況）を記述 

 

６．対策の優先順位の考え方 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考）個別施設の健全度調査結果等に基づく緊急度判定の状況、考え方を記述 

 

点検調査は、2023 年 6 月から 2023 年 7 月の期間に実施した。 

1.一般施設 

国交省の公園施設長寿命化計画策定指針（以下、「国交省指針」）に則り、健全度調

査を実施した。 

健全度調査は一般施設 2969 施設のうち予防保全型管理の候補とした 287 施設に

ついて実施した。なお、事後保全型管理に分類される施設についても予備調査時に劣

化度について確認しているため合わせて記載する。 

2.遊具等 

公園施設業協会の遊具の日常点検マニュアルに則り 660 施設の点検を行った。 

遊具に関しては毎年の点検により状態の悪い施設を修繕等で対応している。 

 健全度判定 備考 

 A B C D  

ａ.一般施設（2969） 16 2076 794 83 事後保全型含む 

ｂ.遊具等（660） 12 414 211 23  

 

対策の優先順位は、5.で示した「健全度判定」及び「考慮すべき事項」から設定し

た「緊急度判定」に基づくこととした。 

考慮すべき事項は、施設種類及び施設の経過年数により設定した。 

 

 
緊急度判定 

高 中 低 

ａ.一般施設（2969） 103 774 2092 

ｂ.遊具等（660） 234 0 426 

 



 

 

７．対策内容と実施時期 

①日常的な維持管理に関する基本的方針 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考）公園施設の種類に応じた日常点検や定期点検ごとの点検実施体制、点検方法などの

基本的な方針を記述 

適切な維持管理計画に基づいた「予防保全的管理」を実施していきます。 

維持保全（清掃・保守・修繕）と日常点検は、公園管理者により随時実施し、公園

施設の機能の保全と安全性を維持するとともに、施設の劣化や損傷を把握する。 

公園施設の変状や異常が発見された場合は、補修や使用中止などの応急措置を必要

に応じて行ったうえで対策を検討する。 

ａ.一般施設等 

・日常点検で施設の変状や異常が発見された場合は、補修や使用中止などの応急

措置を必要に応じて行ったうえで対策を検討する。 

ｂ.遊具等 

・日常点検及び年 1 回実施する定期点検により施設の変状や異常が発見された場

合は、補修や使用中止などの応急措置を必要に応じて行ったうえで対策を検討

する。 

・同年に実施する定期点検の結果を健全度調査として活用し、対象施設の補修、

もしくは更新を位置付けた上で措置を行う。 



 

 

②公園施設の長寿命化のための基本方針 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考）点検調査により把握した健全度を踏まえた、公園施設長寿命化のための基本的な方

針を記述（次回の点検・診断、修繕・補修・更新、その他必要な対策について、講

ずる措置の内容や実施時期を記述）

基本方針 

○安全で快適な公園及び公園施設整備により、公園利用者が安心できる都市公園を市

民に提供する。 

○公園周辺の社会条件や地域住民のニーズに沿った効果的な補修・更新計画とする。 

○計画的な安全点検及び補修による「予防保全的管理」により、施設機能の向上や保

持、さらにはライフサイクルコストの縮減をはかる。 

○健全度調査による総合判定と緊急度判定などを勘案し、効果的な補修・更新計画と

する。 

〇当該計画に基づく長寿命化計画を進めながら、公園施設の利用状況、劣化進捗度、

財政状況などを勘案し、適宜見直しに努めるものとする。 

1.予防保全型に類型した施設 

〇出来るだけ適切な長寿命化対策を実施し、施設の延命化を図る。 

〇対象となる一般施設 

・事後・予防の類型は、ライフサイクルコストの算定結果を踏まえ、確定する。 

・日常点検及び健全度調査（適宜）を実施し、施設の劣化及び損傷状況を把握する。 

〇遊戯施設 

・予防保全型管理とする。 

・日常点検及び年 1 回実施する定期点検により、施設の劣化及び損傷状況を把握す

る。 

〇点検で施設の劣化や損傷を確認した場合、消耗材の交換等を行うほか、必要に応じ

て利用禁止の措置を行う。 

〇使用見込み期間は、処分制限期間が 20 年未満の施設は、処分制限期間の 2.4 倍、

20 年以上 40 年未満の施設は、処分制限期間の 1.8 倍、処分制限期間が 40 年以

上の施設は、処分制限期間の 1.2 倍を基本とするが、一部大小の関係が逆になるケ

ースは補正した使用見込み期間を使用する。 

2.事後保全型に類型した施設 

〇維持保全（清掃・保守・修繕）と日常点検で、公園施設の機能の保全と安全性を維

持する。 

〇日常点検で、施設の劣化や損傷を把握した場合、施設更新の検討を行う。 

〇使用見込み期間は、処分制限期間が 20 年未満の施設は、処分制限期間の 2.0 倍、

20 年以上 40 年未満の施設は、処分制限期間の 1.5 倍、処分制限期間が 40 年以

上の施設は、処分制限期間の 1.0 倍を基本とするが、一部大小の関係が逆になるケ

ースは補正した使用見込み期間を使用する。 



 

 

８．都市公園別の健全度調査結果、長寿命化に向けた具体的対策、対策内容・時期等 

 ※ 別添「公園施設長寿命化計画調書」（様式１「総括表」、様式２「都市公園別」、様式

３「公園施設種類別現況」）による 

 

９．対策費用 

①概算費用合計（10 年間）【②＋③】 656,240 千円 

②予防保全型施設の概算費用合計（10 年間） 327,458 千円 

③事後保全型施設の概算費用合計（10 年間） 328,782 千円 

④単年度あたりの概算費用【①/10】 65,624 千円 

 備考）計画期間の概算費用（千円）を記述（様式１、様式２との整合に留意）。 

 

 

１０．計画全体の長寿命化対策の実施効果 

 

 

 

 

 

 備考）ライフサイクルコストの縮減額等を記述 

 

１１．計画の見直し予定 

 

①計画の見直し予定年度（西暦）：〔2028 年度〕 

 

②見直し時期、見直しの考え方など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回長寿命化計画を策定した公園の一般施設における 10 年間でのライフサイクル

コスト縮減額は、56,960 千円である。 

（｢国交省指針｣において、遊戯施設は、LCC 縮減額がプラスマイナスに係わらず

予防保全型管理を行うので、LCC 縮減額は算出しない） 

・次回以降の定期点検や健全度調査の結果が、長寿命化計画で定めた内容と著しく乖

離が生じた場合には、長寿命化計画の見直しを行う。 

・公園施設の利用状況を考慮しつつ、今後、廃止・集約化に向けた検討を実施してい

く予定。 

 


